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廃棄物処理先進事例調査

令和元年７月10日（水）12：50より本会再生処分部会の先行事例調査として、富山県富

山市にある株式会社アイザック 環境事業本部 本部工場を訪問し、有害重金属含有廃棄

物をはじめほとんどすべての産業廃棄物の処理に対応した多彩な処理プラント等について

説明を受けてきました。

第30回 株式会社アイザック
環境事業本部 本部工場

■概 要

商 号：株式会社アイザック IZAKCO.,LTD

代 表：代表取締役会長 兼ＣＥＯ 石﨑 由則

代表取締役社長 石﨑 大善

所 在 地：本 社／富山県魚津市大海寺野1181

環境事業本部 本部工場／富山県富山市米田町３－３－33

創 業：1953年４月25日

設 立：1963年７月２日

資 本 金：9,900万円

従 業 員：487人（2019年５月１日現在）

事業内容：環境事業本部 産業廃棄物処理事業、リサイクル事業、再生可能エネルギー事業、解体事業

パッケージ事業本部 ダンボール設計・開発・販売

関連会社：（株）アイザック・ユー／（株）アイザック・オール

（株）アイザック・トランスポート／（株）アイザック・ビジネスパートナーズ

（株）アイザックマネジメントサポート／富山グリーンフードリサイクル（株）
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■背 景

1953年、同社は木箱製造業を営む石﨑製函所として創業し、現在はその木箱製造業をルーツとする「パッ

ケージ事業本部」と産業廃棄物の中間処理を行う「環境事業本部」を二本柱に事業を展開している。「今

この時代に本当に期待されているもの、そしてこの先の次代においても変わらず必要とされるものを皆で

創意工夫して追及していく」という創業以来の精神と向き合い、環境事業本部においては産業廃棄物処理

の世界で、企業活動と環境が調和した社会を目指し、数々の技術開発、システム構築に取り組んでいる。

環境事業本部 本部工場のある富山市米田町は、住宅や県立公園に隣接した魅力ある地域である一方で、

産業廃棄物中間処理施設を営む上では、必ずしも恵まれた環境とは言い難い中、先進の設備と技術で徹底

した処理品質を誇り、周辺環境保全に努め、地域と共生を図りながら事業を行っている。現在は「すべて

の処理が可能」をコンセプトに収集運搬から中間処理、最終処分まですべてのプロセスを同社グループ各

社で一貫して実施する体制の下、全国へ営業展開を図っている。さらに、同社は産業廃棄物処理業者とし

てこれまで蓄積した技術やノウハウを活かして有害物が付着した設備の解体事業や太陽光発電など再生可

能エネルギー事業も実施している。

■産業廃棄物処理の流れ

排出事業者から処理依頼のあった産

業廃棄物はＷＤＳや同社分析センターで

のサンプル調査結果などの廃棄物情報を

踏まえて処理方法等を決定している。契

約後搬入されたすべての産業廃棄物は入

荷ヤードで入荷時検品を行い、廃棄物情

報と整合性を図り、それぞれの処理工程

へ搬出される。これら廃棄物情報は同社

廃棄物管理システム（ＫＩＴＳ）に登録

され、廃棄物情報のほか入荷管理、マニ

フェスト管理、在庫管理に至るまで一元

管理している。

石﨑社長の挨拶、塩見部会長の挨拶、

取締役 牧営業部長、関西事業所 中尾所長、営業部営業一課 大場係長による会社概要の説明

試験研究棟
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入荷時検品を通過した産業廃棄物は、同社が保有する処理設備へ搬入され、徹底した品質管理のもと、

適正処理及びリサイクルに取組んでいる。平成30年度294,000トンの受入を行い、リサイクル率は高い。

処理方法としては中和処理が全体受入量のうち148,000トンと最も多い。それぞれの処理設備の特徴は以

下の通り。

■焼却処理設備

廃油や廃プラスチック類のほか、有害物質を含む廃棄物や廃液、汚泥を850℃以上の高温で熱分解処理

を行う。流動床炉を採用しており、焼却の際に発生する余剰蒸気により86kw/hの発電を行っており、設

備の電力の一部を賄っている。

〇処理能力 71.8t/日

焼却炉 焼却炉／受槽



C L E A N L I F E

2019.9CleanLife 27

■生物処理・中和処理設備

廃酸や廃アルカリ、スラリー汚泥に含まれる有機分を微生物の力により、分解、処理し、無害化する。

処理後は水質管理槽を通して下水放流している。

生物処理設備

■化学処理設備

廃酸や廃アルカリの中和、六価クロムやヒ素など有害物質の無害化に加え、銀・銅・ニッケルなど有価

金属の回収・リサイクルを行っている。

脱水処理設備化学処理設備
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■エネルギーセンター

2010年、富山市が進めるエコタウン計画の一環として富山市エコタウンエリア内に次世代焼却炉の稼働

を始めた。キルンストーカ―式焼却炉を採用し従来の設備では焼却処理困難だった産業廃棄物を安定的に

処理でき、焼却時に発生する熱エネルギーを高効率に回収する施設となっている。併設しているドラム缶

破砕設備ではドラム缶入りの廃棄物をそのまま投入しドラム缶を短冊状に破砕し、廃棄物はミキサーで混

練し焼却炉に投入される。

焼却の際に発生した熱エネルギーは高効率廃熱ボイラーで回収し発電や温水供給へと利用している。発

電能力は4,000kw/hであり、発電した電気のうち自社利用分にて、国が運営するカーボン・オフセット

「J-クレジット制度」に登録し、J-クレジットを創出し販売している。

〇処理能力 148.4t/日

■混練処理設備

汚泥や燃え殻、ばいじんなど固形廃棄物に処理薬剤やセメントなどを加えて混錬したのち、加湿、不溶

化、無害化を行う。集塵機やスクラバーを設置し、粉塵物の受け入れも可能な体制を整えている。

混練処理設備
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■まとめ

廃棄物処理施設は必ずと言っていい

ほど「地域との共生」というキーワー

ドにぶつかります。環境事業本部 本

部工場も住宅や県立公園に隣接してお

り、地元住民の方々の理解がないと事

業継続が難しい中、特別管理産業廃棄

物などあらゆる廃棄物の処理が可能と

いうほど、多彩な産業廃棄物処理施設

備を有し循環型社会構築に取り組みな

がら事業を拡大されています。これは

常に処理品質の向上と技術革新に取り

組みながら、徹底した廃棄物管理と環

境管理を行っているからこそであり、まさに「地域との共生」を体現されています。これからも常に「今

この時代に本当に期待されているもの、そしてこの先の次代においても変わらず必要とされるものを皆で

創意工夫して追及していく」という信念をもって同社が地域との共生を図りながら循環型社会構築に向け

て、ご活躍されることを願っております。

最後に、訪問に当たり、大変お忙しい中、長時間にわたり誠実にご対応、ご説明下さった代表取締役社

長 石﨑大善様、取締役営業部長 牧洋様、営業部営業一課係長 大場千晶様、そして今回の日程調整や

当日ご同行頂きました関西事業所営業部所長 中尾壮一様に心からお礼申し上げます。

（文責 西野 達矢）


